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岩
城
良
次
郎
名
誉
教
授
著
作
目
録

昭
和
一
＝
ハ
年
（
一
九
五
一
年
）

　
八
月
　
　
「
焼
出
銀
の
電
気
二
色
性
」
（
共
著
）
日
本
化
学
雑
誌
　
第

　
　
　
　
七
二
巻
　
第
八
号

　
一
〇
月
　
「
焼
出
銀
の
光
二
色
性
に
電
場
の
お
よ
ぼ
す
影
響
」
（
共
著
）

　
　
　
　
日
本
化
学
雑
誌
　
第
七
二
巻
　
第
一
〇
号

　
　
　
　
　
「
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
膜
の
電
気
二
色
性
（
第
一
報
）

　
　
　
　
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
膜
の
電
気
二
色
性
」
日
本
化
挙
雑
誌
　
第
七

　
　
　
　
二
巻
　
第
一
〇
号

　
　
　
　
　
「
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
膜
の
電
気
二
色
性
（
第
二
報
）

　
　
　
　
光
励
起
下
に
お
け
る
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
膜
の
電
気
二
色
性
」
日

　
　
　
　
本
化
学
雑
誌
第
七
二
巻
第
一
〇
号

　
　
　
　
　
「
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
膜
の
光
二
色
性
の
研
究
（
第
一
報
）

　
　
　
　
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
膜
の
光
二
色
性
に
お
け
る
緩
和
現
象
」
（
共

　
　
　
　
著
）
日
本
化
学
雑
誌
　
第
七
二
巻
　
第
一
〇
号

　
　
　
　
　
「
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
膜
の
光
二
色
性
の
研
究
（
第
二
報
）

　
　
　
　
緩
和
現
象
を
考
慮
し
た
正
し
い
光
二
色
性
・
時
間
曲
線
に
つ

　
　
　
　
　
い
て
」
（
共
著
）
日
本
化
学
雑
誌
　
第
七
二
巻
　
第
一
〇
号

　
一
一
月
　
「
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
膜
の
電
気
二
色
性
（
第
三
報
）

　
　
　
　
　
色
素
ぜ
ラ
チ
ン
膜
の
電
気
二
色
性
に
対
す
る
理
諭
的
考
察
」

　
　
　
　
　
（
共
著
）
日
本
化
学
雑
誌
第
七
二
巻
第
一
一
号

　
　
　
　
　
「
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
膜
の
光
二
色
性
の
研
究
」
（
第
四
報
）

　
　
　
　
　
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
膜
の
光
二
色
性
の
分
散
に
つ
い
て
L
（
共
著
）

　
　
　
　
　
日
本
化
学
雑
誌
第
七
二
巻
第
一
一
号

　
二
一
月
　
「
色
素
ぜ
ラ
チ
ン
リ
ン
光
体
の
研
究
（
予
報
）
」
（
共
著
）
日

　
　
　
　
　
本
化
学
雑
誌
第
七
二
巻
第
＝
一
号

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
年
）

　
六
月
　
　
「
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
リ
ン
光
体
の
研
究
（
第
一
報
）

　
　
　
　
色
素
ぜ
ラ
チ
ン
リ
ン
光
体
に
お
け
る
結
合
水
に
よ
る
リ
ン
光

　
　
　
　
　
の
消
光
に
つ
い
て
」
日
本
化
学
雑
誌
第
七
四
巻
第
六
号

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
年
）

　
五
月
　
　
「
金
属
化
合
物
を
基
体
と
す
る
有
機
リ
ン
光
体
の
研
究
（
第

　
　
　
　
　
一
報
）

　
　
　
　
　
リ
ン
光
基
体
能
を
持
つ
金
属
塩
結
晶
お
よ
ぴ
リ
ン
光
色
調
に
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お
よ
ぽ
す
金
属
イ
オ
ン
の
影
響
に
つ
い
て
」
日
本
化
学
雑
誌

　
　
　
　
第
七
五
巻
　
第
五
号

　
八
月
　
　
「
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
リ
ン
光
体
の
研
究
（
第
二
報
）

　
　
　
　
　
リ
ン
光
寿
命
に
つ
い
て
」
　
日
本
化
学
雑
誌
第
七
五
巻

　
　
　
　
第
八
号

　
九
月
　
　
「
色
素
ゼ
ラ
チ
ン
伸
張
膜
の
二
色
性
」
日
本
化
学
雑
誌
　
第

　
　
　
　
七
五
巻
　
第
九
号

昭
和
三
〇
隼
（
一
九
五
五
年
）

　
六
月
　
　
「
金
属
化
合
物
を
塞
体
と
す
る
有
機
リ
ン
光
体
の
研
究
（
第

　
　
　
　
　
二
報
）

　
　
　
　
　
リ
ン
光
基
体
能
を
持
つ
金
属
塩
結
晶
お
よ
ぴ
リ
ン
光
色
調
に

　
　
　
　
　
お
よ
ぼ
す
金
属
イ
才
ン
の
影
響
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）
」
目

　
　
　
　
本
化
学
雑
誌
　
第
七
六
巻
　
第
六
号

　
七
月
　
　
「
焼
出
銀
の
光
二
色
性
に
対
す
る
減
感
色
索
の
影
響
」
科
学

　
　
　
　
第
二
五
巻
第
七
号

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
年
）

　
一
月
　
　
「
金
属
化
合
物
を
基
体
と
す
る
有
機
リ
ン
光
体
の
研
究
（
第

　
　
　
　
　
三
報
）
金
属
塩
の
蛍
リ
ン
光
ス
ペ
ク
ト
ル
に
お
よ
ぱ
す
影
響

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
」
日
本
化
学
雑
誌
第
七
七
巻
第
一
号

　
　
　
　
　
「
金
属
化
合
物
を
基
体
と
す
る
有
機
リ
ン
光
体
の
研
究
（
第

　
　
　
　
四
報
）
ウ
ラ
ニ
ン
・
酢
酸
鉛
系
リ
ン
光
体
の
リ
ン
光
現
象
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
」
日
本
化
学
薙
誌
　
第
七
七
巻
第
一
号

　
六
月
　
　
「
色
葉
ゼ
ラ
チ
ン
リ
ン
光
体
の
研
究
（
第
三
報
）
リ
ン
光
の

　
　
　
　
飽
和
特
性
に
つ
い
て
」
日
本
化
学
雑
誌
　
第
七
七
巻
第
六

　
　
　
　
　
号

昭
和
一
一
一
一
一
年
（
一
九
五
七
年
）

　
一
一
月
　
　
「
金
属
錯
塩
存
在
下
の
ル
ミ
ノ
ー
ル
の
化
学
発
光
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
第
一
報
）

　
　
　
　
化
学
発
光
を
利
用
す
る
過
酸
化
水
素
の
微
量
定
量
」
（
共
著
）

　
　
　
　
　
日
本
化
学
雑
誌
第
七
八
巻
第
一
一
号

　
　
　
　
　
「
色
素
の
化
学
発
光
に
関
す
る
研
究
（
第
一
報
）

　
　
　
　
発
光
現
象
の
特
異
性
」
（
共
著
）
日
本
化
学
雑
誌
　
第
七
八

　
　
　
　
巻
第
一
一
号

昭
和
三
一
一
一
年
（
一
九
五
八
年
）

　
二
月
　
　
「
ル
ミ
ノ
ー
ル
の
化
学
発
光
に
関
す
る
研
究
（
第
一
報
）

　
　
　
　
　
ア
ル
カ
リ
・
ル
ミ
ノ
ー
ル
水
溶
液
（
酸
素
溶
解
）
の
金
属
化

　
　
　
　
合
物
に
よ
る
発
光
現
象
に
つ
い
て
」
　
日
本
化
学
雑
誌
　
第

三
月

七
九
巻
第
二
号

「
色
索
の
化
学
発
光
に
関
す
る
研
究
（
第
二
報
）

発
光
量
の
時
間
変
化
」
日
本
化
学
雑
誌
　
第
七
九
巻
　
第
三

号
「
色
素
の
化
学
発
光
に
関
す
る
研
究
（
第
三
報
）
メ
タ
ノ
ー

ル
水
溶
液
中
に
お
け
る
化
学
発
光
」
（
共
薯
）
日
本
化
掌
雑

誌
　
第
七
九
巻
　
第
三
号
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昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
年
）

　
二
月
　
　
ω
言
昌
9
o
｛
旨
①
0
5
旨
旨
昌
一
罵
竃
竃
8
9
ω
婁
胃
巴
×
彗
・

　
　
　
　
　
暮
實
O
U
｝
鶉
－
．
彗
冨
ま
望
自
9
窃
9
9
彗
ぎ
嘗
ρ

　
　
　
　
　
向
O
色
自
o
O
巨
寓
目
自
冒
昌
－
■
o
蜆
o
o
目
o
①

　
　
　
　
　
団
邑
．
9
血
目
．
ω
O
o
こ
岩
竃
一
＜
〇
一
－
鼻
2
o
．
吋
－
1
（
共
著
）

　
　
　
　
　
ω
片
自
｛
－
O
眈
O
｛
一
巨
O
O
す
血
目
－
昌
自
目
巳
目
O
眈
O
O
目
O
O
　
O
｛
　
ω
O
く
O
『
曽
－
）
（
顯
目
－

　
　
　
　
　
艘
竃
o
U
｝
＄
■
一
↓
5
0
冨
目
自
自
昌
巨
鶉
o
昌
8
向
昌
尉
唖
－
昌

　
　
　
　
　
晋
8
一
§
o
｛
G
曇
邑
冒
彗
o
向
o
咀
－
冨

　
　
　
　
　
｝
昌
．
9
o
昌
．
ω
8
こ
岩
竃
。
＜
O
－
．
隻
Z
9
。
。
．
．
（
共
著
）

　
　
　
　
　
ω
け
自
O
－
O
蜆
　
O
｛
け
｝
①
O
チ
O
自
－
昌
自
冒
巳
目
O
m
O
O
■
O
O
O
｛
ω
Φ
＜
O
『
串
－
×
彗
－

　
　
　
　
　
旨
昌
o
U
｝
窃
目
H
．
↓
ぎ
向
夢
〇
一
〇
h
＞
｛
ρ
＆
句
o
篶
一
弩
o
溝
㎜

　
　
　
　
　
昌
■
材
葦
牢
O
旨
匡
冒

　
　
　
　
　
｝
…
・
0
5
目
・
ω
o
o
・
－
岩
彗
一
＜
〇
一
・
S
。
老
o
，
N
、
．
（
共
著
）

　
　
　
　
　
ω
片
自
饒
｝
o
醐
O
｝
↑
崖
＾
w
O
旨
o
∋
昌
冒
∋
ゴ
o
蜆
o
o
目
o
o
O
申
ω
o
く
o
量
－
）
（
…
胃
〒

　
　
　
　
　
旨
昌
o
U
｝
畠
－
＜
．
↓
σ
8
『
9
S
一
〇
〇
鶉
弍
o
冨
庄
o
畠

　
　
　
　
　
田
邑
．
9
0
冒
．
ω
8
こ
岩
彗
一
く
O
－
．
幸
Z
0
1
N
．
－
（
共
著
）

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
年
）

　
二
月
　
　
『
化
掌
実
験
事
典
』
（
一
部
執
筆
）
講
談
社

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
年
）

　
一
月
　
　
「
ベ
ン
ゼ
ン
誘
導
体
－
蛍
光
性
化
合
物
－
酢
酸
系
の
オ
ゾ
ン

　
　
　
　
　
に
よ
る
化
学
発
光
」
（
莱
著
）
工
業
化
学
雑
誌
　
第
七
二
巻

三
月

四
月

二
一
月

昭
和
四
夫
年

　
一
月

　
六
月

七
月

第
一
号
「
複
写
技
術
の
進
歩
」
ピ
ジ
ネ
ス
レ
ピ
ュ
ー
　
第
一
七
巻

第
一
号
『
現
代
化
学
』
（
共
著
）
東
京
教
学
社

「
化
学
発
光
の
応
用
」
一
橋
犬
学
自
然
科
学
研
究
第
：

号○す
o
昌
自
冒
H
巨
■
o
ω
o
o
■
け
宛
o
串
o
け
…
o
目
　
一
U
9
ミ
o
o
自
　
句
O
－
㌣
勺
｝
o
自
O
－
咀

里
目
o
O
N
o
自
血
，
＞
8
庄
o
＞
o
巨
一
｝
巨
－
．
O
す
o
目
．
ω
o
〇
一
』
顯
o
些
P

＜
o
－
．
竃
．
2
〇
二
（
共
著
）

「
化
学
研
究
の
進
展
」
　
一
橋
論
叢
第
六
一
巻
第
四
号

「
機
械
商
品
に
お
け
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
ニ
フ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
曲

線
の
形
状
」
商
品
研
究
　
第
七
九
巻

（
一
九
七
一
年
）

「
ル
ミ
ノ
ー
ル
と
そ
の
関
連
物
質
の
化
学
発
光
」
　
一
橘
論

叢
第
六
三
巻
第
一
号

「
化
学
商
品
に
お
け
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
ニ
フ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
曲

線
の
形
状
」
　
商
品
研
究
第
八
五
巻

「
商
品
学
に
お
け
る
技
術
革
新
の
問
題
点
」
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ピ

ュ
ー
第
一
九
巻
第
一
号

「
生
産
方
式
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
特
異
性
」
日
本

商
晶
学
会
関
東
支
部
報
　
第
ニ
ハ
号

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
年
）
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三
月
「
化
学
プ
ロ
セ
ス
の
競
合
と
転
換
」
一
橘
犬
学
自
然
科
学
研
究

　
　
　
　
第
一
四
号

　
四
月
　
　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
」
　
化
学
教
育
　
第
二
〇
巻
　
第
四
号

　
六
月
　
　
『
商
品
学
講
義
』
（
第
七
章
第
一
四
章
前
半
第
一
五
章

　
　
　
　
を
執
筆
）
青
林
書
院
新
社

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
年
）

　
六
月
　
　
「
商
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
動
向
」
ピ
ジ
ネ
ス
レ
ピ
＾
1

　
　
　
　
第
二
一
巻
第
一
号

　
一
一
月
　
『
増
訂
・
化
学
実
験
事
典
』
（
一
都
執
筆
）
　
講
談
社

昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
年
）

　
三
月
　
　
「
商
品
学
の
研
究
に
お
け
る
視
点
と
そ
の
展
開
」
一
橋
犬
学

　
　
　
　
商
学
研
究
　
第
一
七
号

　
　
　
　
　
「
日
本
の
化
学
資
源
事
情
－
主
と
し
て
無
機
化
学
資
源
を
中

　
　
　
　
心
と
し
て
－
」
一
橋
犬
学
自
然
科
単
研
究
第
ニ
ハ
号

　
一
一
月
　
『
経
済
学
の
動
向
』
第
一
八
部
「
商
品
学
」
（
一
部
執
筆
）

　
　
　
　
東
洋
経
済
新
潮
社

昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
年
）

　
五
月
　
　
↓
ぼ
弔
冨
器
鼻
ω
冨
ε
ω
艮
O
O
昌
昌
雪
o
邑
勺
ざ
昏
ま
唱
葭
・

　
　
　
　
3
巨
o
雪
塞
9
蜆
．
雪
♂
誌
自
σ
轟
巨
』
昌
冒
巴
o
h
O
O
目
昌
胃
8

　
　
　
　
俸
峯
凹
自
晶
o
昌
血
算
＜
o
－
1
一
9
暑
o
．
H

　
九
月
　
　
『
体
系
経
済
学
辞
典
』
（
商
品
の
項
を
執
筆
）
東
洋
経
済
新

　
　
　
　
　
報
社

　
二
一
月
　
「
商
品
と
資
源
」
　
ピ
ジ
ネ
ス
レ
ビ
ュ
ー
　
第
二
三
巻
　
第

　
　
　
　
　
三
号

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
年
）

　
二
月
『
商
品
学
』
（
青
林
双
書
）
　
青
林
書
院
新
社

　
六
月
　
　
『
商
品
犬
辞
典
』
（
一
部
の
編
集
と
執
筆
）
東
洋
経
済
新
報

　
　
　
　
　
社

昭
和
五
一
一
年
（
一
九
七
七
年
）

　
一
月
　
　
『
現
代
の
商
品
』
（
文
部
省
検
定
済
　
高
等
学
校
商
業
科
用

　
　
　
　
　
教
科
書
）
実
教
出
版

　
七
月
　
　
「
商
品
の
主
要
用
途
の
数
か
ら
の
一
考
察
」
　
日
本
商
品
学

　
　
　
　
　
会
関
東
支
部
報
　
第
一
三
号

昭
和
五
一
一
一
年
（
一
九
七
八
年
）

六
月

九
月

「
商
品
の
ヲ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ー
オ
ー
デ
イ
オ
用
真
空
管
の
技

術
史
を
事
例
と
し
て
1
」
一
橘
大
学
自
然
科
学
研
究
第
一

八
号
8
旨
勺
o
臣
o
旨
g
雪
邑
叩
♂
H
目
o
冨
亀
8
庄
き
c
器
g

轟
ε
邑
雰
画
昌
『
婁
第
一
回
商
品
学
国
際
会
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○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
一
一
月
　
「
商
品
と
単
位
」
一
橋
論
叢
　
第
八
二
巻
　
第
五
号

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
○
年
）

　
四
月
　
　
『
経
済
辞
典
』
（
編
集
な
ら
ぴ
に
一
部
執
筆
）
講
談
社

昭
和
五
末
年
（
一
九
八
一
年
）

　
三
月
　
　
　
『
改
訂
商
品
学
講
義
』
（
共
著
）
青
林
書
院

　
六
月
　
　
「
複
合
商
品
の
特
質
」
ピ
ジ
ネ
ス
レ
ビ
ュ
ー
　
第
二
九
巻

　
　
　
　
第
一
号

　
二
一
月
　
「
商
品
の
色
の
役
割
」
一
橘
論
叢
第
八
六
巻
第
六
号

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
年
）

　
一
月
　
　
「
素
材
と
使
用
価
値
ー
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
水
と
は
な
に

　
　
　
　
　
か
－
」
日
本
商
品
学
会
関
西
部
会
　
商
品
学
研
究
彙
報
第

　
　
　
　
　
三
集

　
三
月
　
　
『
化
学
の
理
解
』
（
共
著
）
三
共
出
版

　
五
月
　
　
『
商
品
』
（
文
部
省
検
定
済
　
高
等
学
校
商
業
科
用
教
科
書
）

　
　
　
　
実
教
出
版

昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
年
）

　
一
月
　
　
「
現
代
商
品
の
持
つ
メ
ヅ
セ
ー
ジ
特
性
に
関
す
る
一
試
論
－

　
　
　
　
具
体
的
商
品
を
事
例
と
し
て
」
（
共
著
）
一
橋
諭
叢
第
九

　
　
　
　
　
一
巻
　
第
一
号

　
一
一
月
　
『
体
系
経
済
学
辞
典
』
第
六
版
（
商
品
の
都
執
筆
）
東
洋
経

　
　
　
　
済
新
報
社

　
　
　
　
『
現
代
化
学
』
（
共
著
）
東
京
教
学
社

昭
和
夫
O
牟
（
一
九
八
五
年
）

　
四
月
　
　
「
一
橋
商
品
学
と
日
本
商
品
学
会
」
一
橋
論
叢
第
九
三
巻

　
　
　
　
第
四
号
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先
生
の
退
官
記
念
号
と
し
て
特
集
さ
れ
た
。
実

質
的
な
編
集
に
つ
い
て
は
商
学
部
商
品
学
部
門

の
片
岡
寛
教
授
か
ら
全
面
的
な
御
協
カ
を
い
た

だ
い
た
の
で
、
後
記
も
、
同
教
授
に
お
願
い
す

る
こ
と
と
し
た
。
　
　
　
　
　
（
杉
山
武
彦
）

　
岩
城
良
次
郎
先
生
は
、
本
年
（
昭
和
六
十
一

年
）
四
月
一
目
を
も
っ
て
、
　
一
橋
大
学
を
停
年

御
退
官
さ
れ
た
、
昭
和
四
十
二
年
八
月
に
愛
知

教
育
大
挙
か
ら
本
学
に
教
授
と
し
て
御
着
任
さ

れ
て
以
来
、
十
九
年
の
永
き
に
亙
り
、
本
学
の

前
期
教
育
で
の
化
学
、
専
門
教
育
で
の
商
品
挙

に
た
ず
さ
わ
ら
れ
、
研
究
教
育
の
発
展
に
尽
カ

さ
れ
た
。
そ
の
間
、
目
本
商
品
学
会
の
理
事
、

評
議
員
を
永
年
に
亙
り
歴
任
さ
れ
て
お
り
、
商

品
学
の
進
歩
・
発
麗
に
挙
内
外
で
ご
活
躍
な
さ

っ
た
。
さ
ら
に
、
着
任
以
来
毎
年
七
月
下
旬
に

本
学
東
校
舎
を
会
場
に
し
て
、
全
国
の
商
業
高

等
学
校
の
先
生
方
を
対
象
に
し
た
商
品
科
指
導

者
養
成
の
た
め
の
実
駿
実
習
講
習
会
を
、
一
橘

大
挙
と
文
部
省
、
金
国
商
業
高
等
挙
校
長
協
会
、

日
本
商
品
単
会
と
で
協
カ
し
開
催
し
、
そ
の
運

営
と
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
御
苦
労

に
対
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
に
は
・
文

部
省
か
ら
産
業
教
育
百
年
記
念
に
あ
た
り
、
表

彰
を
受
け
ら
れ
た
。

　
先
生
は
一
橋
大
挙
で
は
化
学
の
授
業
と
同
時
。

に
、
商
品
学
（
化
学
商
品
、
商
品
検
査
）
の
授

業
を
担
当
さ
れ
、
自
然
科
挙
と
社
会
科
単
の
両

分
野
に
わ
た
ウ
て
研
究
と
教
育
を
続
け
ら
れ
た
。

　
先
生
の
御
研
究
は
、
化
挙
の
分
野
で
は
主
と

し
て
、
有
機
化
合
物
の
化
学
発
光
の
現
象
を
物

理
化
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
興
味
を
持
た
れ
、

数
多
く
の
論
文
と
し
て
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

一
方
商
品
挙
の
分
野
で
も
、
特
に
先
生
の
商
品

現
象
を
プ
ロ
ダ
ク
ト
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
か
ら
分

析
す
る
一
貫
し
た
研
究
の
ほ
か
、
商
品
の
競
合
、

代
替
、
補
完
、
高
級
化
、
高
次
化
、
複
合
化
な

ど
商
品
の
市
場
現
象
の
解
明
に
多
犬
の
成
果
を

挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
市
場
で
発
生
す
る

商
晶
現
象
に
対
し
て
正
面
か
ら
商
品
学
と
し
て

取
り
組
み
、
し
か
も
チ
密
に
デ
ー
タ
を
基
に
分

析
す
る
学
風
は
、
新
し
い
一
橘
商
品
学
の
方
向

を
基
礎
付
け
ら
れ
た
と
思
う
。
後
に
続
く
我
々

は
こ
の
遺
を
よ
り
大
き
い
も
の
に
し
て
い
く
必

要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。

　
先
生
は
大
変
温
厚
な
お
人
柄
で
大
学
で
も
学

生
か
ら
〃
仏
の
岩
城
・
と
呼
ば
れ
親
し
わ
れ
て

お
ら
れ
た
。
二
月
四
目
に
行
な
わ
れ
た
最
終
講

義
も
単
生
、
教
官
を
は
じ
め
、
学
会
関
係
者
、

ぜ
ミ
卒
業
生
で
会
場
は
立
見
も
出
る
盛
況
ぷ
り

で
、
先
生
の
徳
の
深
さ
が
し
の
ぱ
れ
た
。

　
最
後
に
先
生
が
こ
れ
か
ら
も
一
層
ご
健
康
で
、

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
す
る
と
同
時
に
、

本
記
念
号
の
た
め
に
忙
し
い
中
ご
執
筆
い
た
だ

い
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
お

陰
様
で
論
文
七
本
、
研
究
ノ
ー
ト
一
本
、
し
か

も
自
然
科
学
と
商
品
挙
と
先
生
の
一
橋
で
の
研

究
生
活
を
象
徴
す
る
多
彩
な
内
容
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
本
記
念
号
に
つ
い
て
お
世
話
い
た
だ

い
た
編
集
委
員
会
の
先
生
方
と
、
編
集
所
の
皆

様
に
対
し
心
か
ら
御
礼
と
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
岡
寛
）
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